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選挙でクオーター制を導入している国々が軒並み格差解消に向けて進展しているのに対し、導入して
いない日本は現状、格差解消の後進国となっている。そこで三成氏に「縮まらない格差、その要因と
未来への道筋」について解説いただいた。

開催報告
三成氏によれば、日本はかつて法的平等の先進国であった。憲法第24条は近代的家父長制を否定

し、個人の創出と公私にわたる男女平等を目指すものだった。しかし現在、日本のジェンダー平等は
頓挫している。ジェンダーバックラッシュ、経済停滞と少子化が重なり家族主義や宗教右派の強まり
で日本のジェンダー平等実現が阻まれ、停滞してきた過程を解説いただいた。三成氏によれば、2006
年に教育基本改定に家族主義が盛り込まれてジェンダー平等が後退した後、民主党政権下でその家族
主義が再否定されたものの、2012年に自民党の復権で再び憲法第24条に家族主義の復活が盛り込ま
れた憲法改定案（2012）が議論され、日本のジェンダー平等はふたたび停滞の一途をたどった。

三成氏は未来に向けて、3つのバイアス壁（社会・家族・自分の心の壁）を取り除く必要があると主
張した。そのために、関連法案の改正や人権の法整備、クオーター制の導入など政治の場における男
女均等法の強化が不可欠である。人間は本質的に「ケアされる弱い存在」であるという前提に立ち、ケ
アを女性に任せる「自助」ではなく、「公助」というシステムの確立を訴えた。そして、法制度の改革
によって、人々が「あたりまえの呪縛」から解放され意識が変化し、その「意識」が社会変革を生み出
す可能性を述べてジェンダー平等実現に向けての道筋を示した。参加者からは「ひきこまれた」、「包
括的な客観的な指標で現状をよく理解できた」、「自分の中にある家族主義に気づきがあった」、「多角
的な取り組みが必要とわかった」など新たな視点や学びがあったことや、三成氏の力強いメッセージ
に多くの感動の声が寄せられた。

5-1-9	 IGLセミナー
ジェンダー格差はなぜ維持されるのか	
―社会心理学の視点から格差維持の心の仕組みを考えてみる

グローバルリーダーシップ研究所 特任講師　

麻生　奈央子

日　　時	 2025年1月8日（水）13:20～14:50
開催形式	 オンライン
登 壇 者	 森永康子（広島文教大学教授）
司　　会	 麻生奈央子（IGL特任講師）
使用言語	 日本語
対　　象	 本学学生、教職員、一般
参加者数	 97名
主　　催	 グローバルリーダーシップ研究所
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心理学的アプローチを使った自己分析やグループワークを行い、受講生は自己理解を深めて自身の
強みを生かしたキャリア形成について考えた。受講生は1年生から4年生まで35名で、多様な観点か
ら議論と対話を通じて新しい視点と価値観を見出す機会となった。受講生が本授業で得た学びを、将
来のキャリア形成に活用してくれることを期待している。

6-1-3	 女性のキャリアと経済

グローバルリーダーシップ研究所 客員教授　松下　顕

今年度の本講座は担当教員による講義と外部ゲストによる講演を織り交ぜる形で行った（履修登録
者は22名）。このうち教員による講義では、社会・経済を取り巻く環境が大きく変化している中、学生
が卒業後にどのような分野に進んでも活用し得る「広義の社会経済リテラシー」を学ぶことに主眼を
置き、労働経済、法律、社会心理、情報・データ分析などの分野から、予備知識の少ない学生にも理
解しやすい今日的なトピックを選んで議論した（概要は表1を参照）。全体に学生の学習意欲は高く、
質問や課題への取り組みも的確なものが多かった。

また、ゲスト講演では大手企業、中央官庁、監査法人などから幹部クラスの女性（4名）を招聘、キャ
リア選択の考え方、仕事の社会的意義、キャリアの中で直面した試練への対処、ワーク・ライフ・バ
ランスなどについて、実体験に裏付けられた臨場感あるプレゼンを披露して頂いた。各ゲストに共通
するメッセージを例示すると、①失敗をプラスに転化できる「失敗力」を磨く、②逆境にあっても心の
余裕を失わない心的耐性（negative capability）を養う、③自分のコンフォート・ゾーンから出る勇気
をもつ、④ライフステージの節目で健康管理に格別の注意を払う、などが挙げられる。学生にとって
は机上学習では得られにくい内容を具体的なイメージで感得する機会になったと思われ、提出レポー
トでも「自分のロールモデルを発見した」、「挑戦が視野を広げるとの気付きを得た」、「キャリア形成
には柔軟性と直感も大事と理解した」、「管理職には責任の増大と裁量（自由度）の拡大の両面がある
と知って開眼した」、「健康管理の具体的なアドバイスがとても有益だった」などの反応が多数聞かれ
た）。講演後の質疑応答も活発で、大学時代の過ごし方、職業選択や人生設計の留意点、自己啓発のあ
り方、メンタル面の鍛錬など、学生側の関心の高い話題を中心に率直な意見交換が行われた。
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躍する3名の女性リーダーを訪問し、それぞれの分野におけるキャリア形成の経緯や、リーダーとし
ての課題・展望について直接話を聞く機会を得たことは、学生にとって実践的な学びにつながる重要
な機会であった。

さらに、最終日には、学生たちが3つのグループに分かれ、コッレージョ・ヌォーヴォの学長およ
び関係者の前で英語によるプレゼンテーションを行った。各グループは、研修中に得た知見や体験を
もとにテーマを設定し、現地での学びを可視化するとともに、発信力と構成力を実践的に磨く機会と
した。

このほか、プログラム期間中には、コッレージョ・ヌォーヴォの学生との文化交流会が複数回実施
されたほか、週末を利用して近隣都市への訪問も学生自身が企画・実行した。こうした取り組みを通
して、学生は多文化環境下におけるリーダーシップやチームワークの実践、主体性と柔軟性の重要性
について、実体験をもって深く理解することができた。

本授業は、理論と実践を有機的に結びつけることにより、将来グローバルな場で活躍するリーダーと
して必要な資質とスキルを高めることを目的としており、今年度も非常に充実した学びの場となった。

6-1-5	 ダイバーシティ論

グローバルリーダーシップ研究所 特任講師　張　潔

今年度の授業では、新たな試みとして、「ダイバーシティ（多様性）」を単に肯定的な概念として学ぶ
のではなく、その背景に存在する「差別」や「偏見」、「ステレオタイプ」といった社会的課題に焦点を
当てながら学びを深める構成とした。これにより、表層的な理解にとどまるのではなく、複雑で歴史
的背景を伴う多様性の問題を多角的に捉える力を養うことを目指した。

特に、日本社会におけるマイノリティの歴史的な位置づけや、世界各国における差別・排除の実態
について取り上げ、比較の視点を取り入れながら学習を進めた。授業では、移民、ジェンダー、障害、
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講科目としたが、同時に学部共通科目として「総合コース」名で開講した。履修者数は大学院生11名
（博士前期課程8名、博士後期課程3名）、学部生36名であった。受講した学生たちは学年や専門を越
えて経験を共有し、アクセンチュア社員の皆さんと楽しく交流しながら、自分のキャリア形成につい
ての意識を高めた。

6-1-7	 アカデミック女性リーダーへの道（応用編）

グローバルリーダーシップ研究所 特任講師　麻生　奈央子

大学院後期集中講義として開講している「アカデミック女性リーダーへの道（応用編）」は日本学術
振興会特別研究員を目指す院生のための準備講座である。本講座は3日間（1月29日、1月30日、1月
31日）のプログラムで構成され（表1）、初日は日本学術振興会の審査委員経験のある学内教員および
学振特別研究員による講義から審査・申請の際のポイントを学んだ。2日目には、講義を聞いて作成
した仮申請書類に対する個別指導を受け、3日目のプレゼンテーション講座では自身の研究内容を効
果的に伝える実践力を磨いた。

次年度の学振特別研究員の申請に向けた体系的な準備ができること、他領域・専門外の人にも自身
の研究を説明するプレゼン力が磨かれることから、実践的な講座として受講生からも好評を得てい
る。また本講座を修了した院生のなかから、毎年学振特別研究員が誕生しており、授業の有効性も裏
付けられている。

日程 授業内容

第1回 2025/1/29 ・審査員経験のある本学教員による講義（申請書の書き方、研究課題のつけ方）
・日本学術振興会特別研究員による体験談および討論

第2回 2025/1/30 ・応募書類作成実践（教員・特別研究員から仮申請書への個別アドバイス）

第3回 2025/1/31 ・横窪安奈先生（東京大学大学院学環 助教）によるレクチャー「魅せるプレゼンテーション」

表1 「アカデミック女性リーダーへの道（応用編）」授業内容
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�
女性のエンパワーメントとリーダーシップ講座

2024/5/11	 �お母さんが幸せであれば、子どもも幸せー頑張りすぎない子育てを（対面・オンライン）
	 　講師：成田奈緒子［文教大学教育学部発達教育課程特別支援教育専修教授］
2024/5/18	 自分らしい働き方とリーダー像とはー仕事もプライベートも楽しむために
	 　講師：木村恵子［朝日新聞出版 AERA編集長］
2024/5/25	 変化する時代に、私らしいしなやかなキャリアを
	 　講師：島津めぐみ［富士通株式会社 執行役員副社長 COO（サービスデリバリー担当）］
2024/6/1	 しなやかなリーダーシップを考えるーDXとWXをキーワードに
	 　講師：境麻千子［東日本電信株式会社（NTT東日本）執行役員］
2024/6/29	 人が育つ「場」
	 　講師：高鳥まな［学習院女子大学大学院国際文化交流研究科 非常勤講師］

�
お茶大プロフェッショナルレクチャー

2024/7/6	 ようこそ植物二次代謝ワールドへ
	 　講師：加藤美砂子［お茶の水女子大学 理事 副学長］
2024/7/13	 生物の“多様性”から考える理想の未来像（対面・オンライン）
	 　講師：嶌田智［お茶の水女子大学 基幹研究院 自然科学系 教授］

�
女性のエンパワーメントとリーダーシップ講座

2024/7/20	 幸せなキャリア形成に向けて意識したいこと
	 　講師：�中川晴美［東日本旅客鉄道株式会社（JR東日本）常務執行役員（駅業務・サービス品質・

観光担当）］
�
お茶大プロフェッショナルレクチャー

2024/7/27	 J. S. バッハの『２声のためのインヴェンション』を分析する！
	 　講師：浅井佑太［お茶の水女子大学 基幹研究院 人文科学系 音楽表現コース 助教］
2024/8/3	 結婚・子育ての「これまで」と「これから」
	 　講師：西村純子［お茶の水女子大学 基幹研究院 人間科学系 教授］

�
ビジネス講座

2024/9/21，28	 起業・新規事業開発に効く！ イノベーション創出の知識と視点
	 　講師：鹿住倫世［専修大学 商学部教授・大学院商学研究科長］

�
お茶大プロフェッショナルレクチャー

2024/10/5	 「空間」を媒介に、現代社会や都市のアップデートを考える
	 　講師：藤山真美子［お茶の水女子大学 文理融合AI・データサイエンスセンター 准教授］

�
ビジネス講座

2024/10/19，26	 強みを活かしたキャリアデザインとリーダーシップ
	 　講師：重次泰子［株式会社Curio.labo 代表取締役］
2024/11/9，16	 いちばんやさしい脱炭素社会ーカーボンニュートラルの最前線
	 　講師：松田有希［株式会社テクノバ 研究部 主幹］
2024/11/30，12/7	 マーケティング入門（対面・オンライン）
	 　講師：神原理［専修大学 商学部 教授］
2024/12/14，21	 �働く女性のための会計学「会計基礎力を身に付けるー取引記録の仕組みと企業活動の成績表」
	 　講師：櫻井康弘［中央大学 商学部 教授］
2025/2/15，22	 働くあなたを守る、知っておきたい労働法
	 　講師：内藤忍［独立行政法人 労働政策研究・研修機構（JILPT） 副主任研究員］

�

表1　徽音塾 開講科目一覧
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（1）博士の学位を有している者。又は着任時までに博士の学位を取得する見込みの者。
（2）常勤職に就いていない研究者。（着任時）
（3）日本国籍を持つ者、又は我が国に居住している外国人。
（4）応募前に受入教員の了承を得た者。

〔備考〕
（ア）�採用内定後に採用資格確認書類として、博士の学位取得証明書の提出を求める。指定期日までに

提出できない場合は、採用されない。
（イ）�外国人は、「在留カードの写し（表裏）」もしくは「住民票（氏名、生年月日、性別、国籍等、在留

資格、在留期間及び在留期間の満了の日が記載されているもの）」又は「外国人登録証明書の写し
（表裏）」及び「資格外活動許可に関する書類」を申請時に提出すること。就労可能な在留資格があ
ること。

身分・就業等
所属はお茶の水女子大学グローバルリーダーシップ研究所であり、国立大学法人お茶の水女子大学

非常勤職員就業規則に規定する「特別研究員」の身分となる。週2時間就業。また、外部資金への応募
資格（科学研究費補助金等）を得ることができる。

採用実績
2024年度は11名採用。
・4月1日採用	 9名（前年度からの継続採用5名、新規採用4名）
・10月1日採用	 2名（新規採用2名）

支援による効果・成果
2024年度は、みがかずば研究員交流会を対面開催で実施し、研究等を発表する機会を、前期、後

期の計2回設けた。交流会では、他分野の研究員やグローバルリーダーシップ研究所の教員から客観
的なコメントをもらうことで、自身の研究を見つめなおす機会となった。なお、交流会を対面で開催
したことにより、みがかずば研究員同士のつながりも強化され、情報交換や相互サポートなど、ポジ
ティブな取組がみられた。2024年度に採用されたみがかずば研究員11名のうち1名は教授、1名は准
教授、1名は講師、1名は研究員、1名はリサーチフェロー、2名は日本学術振興会特別研究員に内定 
した。
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「達成できた」項目のうち成果として挙げられたのは、海外での研究会を主催すること、アウトリー
チ活動を積極的に行ったこと、講義や学外実習の対応、作業効率の向上、子どもの体調不良等によっ
て急遽出校できなくなった場合に、学生等への必要な連絡、在宅ではできない書類の印刷や提出等の
対応をしてもらったことであった。「やや達成できた」項目として、子どもの体調不良以外にも学外
の仕事が増え以前よりも時間確保が難しいと感じる、関連分野の適切な補助者を見つけることが難し
く、資料の収集や整理、入力等の作業しか依頼できず、目標であった研究領域の拡大はあまり達成で
きなかったとの回答があった。引き続き支援を強化していくことが求められる。

3）支援により得た効果
2024年度における本制度による支援によって、どのような効果が得られたか、自由記述で回答を得

た。
5名の被支援者は、支援補助者の方の業務は滞りなく遂行されたと述べ、論文投稿の投稿規定の

チェックや内容確認はじめ、論文執筆に必要な情報収集、実験のサポートなど、補助者のサポートが
直接的・間接的に研究力の維持に多大なる影響を与えたとの声があった。補助者のおかげで事務作業
に費やされる時間が減り、その時間を教育や研究、論文執筆に費やすことができ、肉体的にも精神的
にも大変助けられたとも述べている。子育てにおいて女性の負担は大きいが、人的支援を行うことで
負担を減らし、教育研究活動の質を高めることができるため、継続した支援が必要である。

7-3-2	 学内研究者の一時支援

企画戦略課 男女共同参画担当 係員　幸村　凪紗

本学では、男女共同参画の観点に立ち、2010年度から妊娠中や未就学児養育中、親族の介護や病気
看護に携わる学内研究者に、その補助者への謝金を支給する一時支援事業を行っている。2024年度は
延べ16名の研究者の支援を行った。支援は前期（4月～9月）、後期（10月～3月）に分け、半期に一
度学内公募を実施している。支援要件、支援期間、支援内容とその範囲については当研究所のホーム
ページを参照されたい。

※学内研究者の一時支援 紹介ページ
（https://www.cf.ocha.ac.jp/igl/j/menu/propulsion/groupingmenu/support/d003846.html）

2024年度までの支援実績は表1の通りである。

主な支援内容
実験・調査の補助、データの入力や整理、データ分析・解析補助、図表などの校正・整形、論文作

成補助、情報の検索・収集、研究費申請書類作成補助、学会発表準備補助、翻訳、事務手続き・会計
処理、資料整理など。
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場合があるが、補助者にトラブルシューティングからメンテナンスまで任せられるため、共通機
器の利用を長く止めずに済んでいる。上記業務の合間とはなるが、部分的に研究室の研究の補助
もしていただき、補助者を共著に含む論文の投稿に至っている（査読中）。

� （前後期支援、未就学児養育中、男性）

　�　2024年度は2年分のアンケートデータを学会発表・投稿論文へまとめる予定があり、細かい作
業が増えると予測されていた。補助者によって、アンケート用紙配布などの調査、回収したデー
タの整理、統計分析、作図といった作業の負担が軽減され、無事に発表および投稿を達成できた。
補助者がいなければ今年度の研究目標達成は困難であったと思われる。育児によって研究に費や
せる時間は限られているが、補助者への作業依頼によってスケジュールが立てやすくなるという
メリットも感じられた。また、事務的な書類の作成や情報収集などの煩雑な作業を手伝ってくれ
る存在がいることは心理的な安心感も大きかった。� （前期支援、未就学児養育中、女性）

本支援の被支援者のうち、前・後期に支援を受けた男性は、学会発表6件、論文掲載1本、科学研究
費の助成を1件獲得している。前・後期に支援を受けた女性は、学会発表5件、論文掲載7本、科学研
究費の助成1件、学内研究助成1件を獲得している。また、本支援があることで、物理的な時間の有効
活用だけでなく、精神的な安定にもつながったという声が支援者から届いており、今後も効率的な支
援を継続していく予定である。



8行政との協力・連携









9学術成果の発信
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1. ニューズレター　第30号（2024年5月）

概 要�

開催報告

・2024年度「若手研究者支援」（海外調査研究・国際学会発表）応募説明会
・ 「グローバル・リーダーシップ実習Ⅰ・Ⅱ」履修説明会

徽音塾

・お茶大女性リーダー育成塾：徽音塾2024年度の活動と開催概要

お知らせ

・2024年度グローバルリーダーシップ研究所関連授業（前期）
・お茶大人材バンクをご活用ください
・図書館リーダーシップコーナーをご利用ください
・Ocha Summer Program For Global Leaders 2024開催のお知らせ
・特任講師挨拶

2. ニューズレター　第31号（2024年9月）

概 要�

お知らせ

・IGLより

開催報告

・2024年度サマープログラム Ocha Summer Program for Global Leaders 2024
・�IGLセミナー サマプロ特別講演会	

“Female Business Leadership in Japan and Abroad”	
「日本と海外で女性ビジネス・リーダーであること」

・�お茶大女性リーダー育成塾：徽音塾 特別講演	
「お母さんが幸せであれば、子どもも幸せ ―頑張りすぎない子育てを― 」

徽音塾

・2024年度前期活動報告
・後期活動予定

前期授業報告

・お茶の水女子大学論
・キャリア開発特論（基礎編）

2024年度後期IGL関連授業

・後期集中講座2024年度「アカデミック女性リーダーへの道（応用編）」
・後期授業	





74

9-6-3	 リーフレット
日本語版、英語版ともに大学の配布場所、IGLでのイベントなどで配布している。

国際シンポジウム・セミナー

ワークショップ

学長講演会

⼥性研究者支援・雇用環境整備グローバル⼥性リーダーシップ  に関する国際的、学際的研究

本学出身の社会でリーダーとして活躍する女性によるロー
ルモデル講演会やイタリアの女子カレッジでのリーダーシッ
プ実習、企業との連携による講座など、様々なアプローチで
リーダーシップ教育を段階別に行っています。

・お茶の水女子大学論
・ダイバーシティ論
・グローバル・リーダーシップ実習
・アカデミック女性リーダーへの道
・キャリア開発特論
・リーダーシップ国際演習

企業等で指導的立場に就くことを目指す女性だけでなく、多様な分
野・立場でリーダーシップを発揮することを志す女性を対象にしたリ
カレント教育を実施しています。

グローバル・リーダーシップをテーマに毎年20～25ヶ国からの国内・
海外協定校学生を積極的に受け入れ、お茶大生とともに学んでもら
う夏季集中プログラムです。

特別招聘教授プロジェクト
リーダーシップ研究やその関連領域
で優れた業績を持つ海外研究者を招
聘し、講義や研究を通じて、海外の潮
流も踏まえたリーダーシップ研究及び
教育を推進しています。

国際的ネットワークの構築
国際共同研究の推進や、アジア、欧米の海外研究教育機関との
連携をしています。

研究交流会
先進的なリーダーシップ教育・研究を行う海外の教育機関等と
の連携を目標として、韓国、ベトナム等の研究教育機関との研究
交流会を実施しています。

産学官での連携や協力
株式会社JERA、福井県、東京都、全国ダイバーシティネット
ワーク組織、カルティエ・ジャパン他との連携や協力を行って
います。

学術成果の発信
論⽂や学会発表のほか、研究から得られた知見を講演・セミ
ナー・ワークショップ等への登壇を通じて発信しています。

女性リーダーシップをはじめ、関連する分野で注目されてい
る研究者を招き、リーダーシップに関するシンポジウム、セミ
ナーを開催しています。

研究所が主催するワークショップでは、参加学生は独自の分析
を交えながら授業で学んだリーダーシップに関する知見を海外
の研究者に向けて英語で発表する機会があります。

海外のトップ大学や本学協定校の学長、さらには本学出身で他
大学で学長を務める方をスピーカーとして招き、リーダーシップ
をテーマとした講演会等を実施することで高度な専門知識とグ
ローバルマインドを兼ね備えたリーダーを育てます。

アカデミック⼥性リーダー育成事業⼥性リーダー育成教育

学部生／⼤学院生向け授業

お茶⼤⼥性リーダー育成塾：徽音塾（社会⼈⼥性向け）

Ocha Summer Program for Global Leaders

実施例

研究教育機関としてアカデミアでの女性リーダー育成も重視
し、女性研究者支援を行っています。

世界で活躍できる⼥性研究者の育成

・若手研究者支援（海外調査研究・国際学会発表）
本学の大学院博士後期課程生、ポスドク研究者等の海外調査研究や
国際学会等での発表に対し海外渡航費を支援しています。

・研究継続奨励型特別研究員制度（みがかずば研究員制度）
学位を取得した女性研究者が様々なライフイベントに臨みながら研
究者として自立することを支援しています。

⼥性研究者支援

・雇用環境調査
職場満足度や各種支援制度の認知度など、年ごとにテーマを設定し
て雇用環境調査を行い、女性も男性も能力を存分に発揮できる職
場環境整備を目指しています。

・「お茶⼤インデックス」を用いた雇用環境評価
全国の研究教育機関も参画するかたちで子育てと研究の両立を可
能とするための取組状況を指標にした「お茶大インデックス」を用
いて雇用環境評価を実施しています。

・⼦育て中の学内⼥性研究者支援
子育てをしながら優れた研究を行う本
学所属の常勤女性教員（研究者）を対象
に、研究補助者を配置できる等の支援を
展開しています。

・研究者⼀時支援
女性研究者に限らず、子育てや親族の介
護、病気看護に携わる男性研究者も対象と
した支援制度です。

・お茶⼤⼈材バンク
本学の教職員が利用できる独自の人材紹介システムで研究補助
者等を探すことができます。

グローバル⼥性リーダー
育成プログラムの開発実践

日本語版

英語版
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